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おも
秋が深まり、紅や黄に色づいた葉も美

くら　　　　　とも　　　　　かお　　み
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練馬区立豊玉小学故

国霊館管理員　岩崎

しく姦り蒜めます。もっと謀で差だちと二組二義んでいたいと

患っても、すぐに暗くなり友だちの顔も見えにくくなってしまいますね。

今月のテーマは す亀だ
いま　　とも　　　　　　　　　　　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　とも おも　　　　　　　　　　ほん　　なか

今の麦だちとずっと友だちでいたい。あの人と友だちになりたい。いろいろ思いますね。本の中

にもいろいろな友だちがいます。図書室からおすすめする本は…

『ふたりはともだち』

アーノルド・ロベールさく

圭長峯やく鮨邑雷股等

かえるくんとがまくんはともだち。手

紙を一度ももらったことがないと悲

しんでいるがまくんにかえるくんは

実在をiきます。それをかたつむり

にとどけてくれるようにたのみます。

かたつむりは嵩ざますが…

ほかに四つのお腎があります。
よっ

：保護者の方の

：　囲霊皇ポ弓シティや

図書ボ弓暮纂J
文学のラベル貼り替えもあと四

：分の一になりました。その他、特

：別展示コーナーを作ります。

；【11月と12月の活動予定日】
11月8，29日・12月13日

：9時～11時の都合の良い時間にい

：らしてください。
■

■

■

■

『箕だちになろうよ、

バウマンおじさん』

ピートスミス羅

フェルトハウス森

岳良夫白鳥卓説あかね雀篇

ヤンは輩感へ轟くとちゆうでおじさん

と知りあいます。そのおじさんは住む

岩も崩もなく、謀で轟ていました。

ヤンが又篇していた縦でまたその

ぉじさんと基い、簑だちになりたいと

乱、ます。

：　　　　　　やす　　じかん　はん

『ともだちは蒜のにおい』

主鴬為存在嘗お扶魚

誠撞
ビールを飲みながら本を読むのが

轟きな、くじら。筈崖義鎮で蔓旨

訓練をしている、いるか。轟きなも

のはちがうけれど、おたがいのこと

はとても轟き。乱、誌でのくじらとい

るかのつきあい机島や慈とともに

義韻に軌、れています。

休み時間も本かかり与れます

…　等謀みと墓謀みは、占旛岩菖さんが出違にいて芸の違

却や貸し出しをしてくれます。借りた本が読み終わってし

まったら、いつでも借りにきてくださいね。

う らに鮎編出鎚か

の本のしょうかいを

のせています。
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誓舐欝あたらしい膵ん

えほん
訳にいちゃんと

いもうと
シャーロットゾロトウ：文　　お－なり由子：訳

はたこうしろう：絵　くあすなろ書房〉

ようねん
ピうわ

じどう
ぷんがく

おにいちやんは、いもうとをから

かってばかり。いもうとは、おにい

ちやんになかされてばかり。でも、

いっしょにえをかいたり、おやつ

をたべたり。ふたりはなかよしです。

さいこうのスパイス
亀岡亜希子：作・絵

〈PHP研究所〉

リスのぽっちゃんは、どんなごちそう

を食べても「まずい」としか言いません。

オオカミのシェフは、おいしいりょうりを

作るため、『おいし華』をとりに山へむか

うのですが・‥。

ただいさざマ弓ンヴ村

ハンナ・ショット：作　　佐々木田鶴子：駅

西藤木綿子：絵　　　く徳間暮店〉

キリマンジヤ田山のふもとの村に住む

ツソは、おばさんとくらしていますが食

べ物は少ししかもらえません。そこでお

兄ちゃんとふたりで家を出て大きな町を

目指しますが…。

そのた助ゴせJ給食甲子園
こうやまのりお：書

く講談社〉

日本一の給食はどんな昧？！強くて元

気な体を作るのは毎日の食事です。おい

しくて安全な給食を作るために、栄養士や

調理員の方々はどんな工夫をしているの

でしょうか。

えほん
図書館に児童室が

で重た日
ジャン・ピンボ0－：文　　デピー・アトウ工ル：絵

張替憲子：訳　　　く徳間暮店〉

ようねん
ピうわ

強い意志を持ったアンという女の子

がアメリカにいました。子供は本を読ま

なくていいと言われて園書館に入れな

い時代に、アンはすぼらしい児童室を

ニューヨークの図書館に作ります。
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ねこのかんづ助
北ふうこ：作　　鴨下潤：絵

〈学研教育出版〉

一年生のたくやくんのうちのねこ、

トラキチはげんさがない。たくやくんは

トラキチのためにピエロのかんつめや

さんで、ねこのかんつめを昌いました。

かんつめをあけるとその中には…。

溢れてトムシ山に帰る
山口進：書

く汐文社〉

昆虫カメラマンの作者は、毒より体が小

さくなったカブトムシを不思議に思い、雑

木林の環境を調べはじめます。変化する

自然の中でカブトムシが生きぬくための

秘密をさぐってみましょう。

そのたみなさた、よみがえる

尾崎たまき：写真・文
く新日本出版社〉

ずっと前、水俣の海に流された工場

排水のため、たくさんの人や生き物が

苦しみました。長い間痛めつけられた

海は、いま…。水俣湾を見守る恋路島（こ

いじしま）が水俣の海のことを語ります。


